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と感動と笑いとが渦巻いたのは何年ぶりかだった。

おわりに

現代の教育に， 叙事文と命令文はある。 だが感嘆文

がない。 感動のない教育は死んでいることを痛感した

しだいであった。

制御工学科ではこのような教育を進展させるため，

57年度前学期の自動制御応用で単3電池1個をしょっ

て滞空時間を競う飛翔体の競技をおこなった。 これに

ついては， 次の機会に報告したい。

（工学部制御主学科 教授）

東京工大クロニクルNo151

感激したのは第4組についてであった。 彼らの車は 

スタ ー トで失敗し， 2mはど進んだだけで止ってしま 

った。 しかし十数秒間かたずを飲んで見守るうちに， 

何と， 極めて微速ながら動ぎだした。 学生たちは駆け

寄り， その車をとり囲むようにして声援しだした。 車 

は止るかと思えば動きだし， 動いたかと見れば止ると 

いうあえぎあえぎであったが， それだからこそヤンヤ

の応援が盛り上り， これぞ乾電池エコランのム ー ドを 

盛り上げつつ， 7分18秒かかってやっとの思いでゴー 

ルインした。 その時の喚声．／学生間にこれだけの熱気

-6-




